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Don’t worry about others not appreciating you, but try not to forget to worry about your not appreciating others.


                    


                              


                                 














  くすのき ぶげん       うめのき   ぶげん


  楠木分限 と 梅ノ木分限





  楠木分限とは、クスは根を充分に張ってから、上に伸びて行くように、その成長は遅いけれども、必ず大木となるがごとき、永年の功を積みて成れる、根強き財産家を言う。


 「今は金銀呻きて、費へど跡は減らず、根へ入りての内証吉、是を楠分限と言へり」と西鶴も『日本永代蔵』の中で言及している。


  これと逆の意味を「梅ノ木分限」が持つ。梅は早く伸びて実を付けるが、大木にならないので、このように言われて来た。


  勿論、梅には梅の効用が多くあるので、 いたづらに梅を誹謗する類の語ではない。   


                          （益応）          


     


   天満天神 菅原道真





  東風吹かば  


     匂い遣こせよ  梅の花


         主なしとて 春な忘れそ


      





梅結び Japanese Apricot Flower Knot (Plum Flower Knot)


 





こちふかば


 にほひ


       おこせよ


   梅の花


 あるじ


      なしとて


   春な


         忘れそ


    


   


 「まだ」は


    「もう」なり





Kochi huka-ba


   Nihohi-okose-yo


         Ume no hana


Aruji 


      nashi-tote


Haru na 


         wasure-so


    


  





    あげまき


    揚巻結び（揚幕・総角結び）





   神社や寺院、又は祝日などに、幕を張るときに、中央部分を揚げて、その下を通れるようにするための結びである。参拝する人の守護を目的とする。感応道交（かんのうどうきょう）と言い、仏神との以心伝心で、鳥居と同じ由来である。


   古来、「あげまき結び」は子どもの無病息災を祈って結ぶところの髪の結い方である。特に「入形（いりがた）」に結ぶのは、身体健全・福智円満を祈り、「人形（ひとがた）」に結ぶのは、「不入」を意味し、悪魔退散を祈念するものとされ、鎧の装束などに用いられた。


   今より、一千五百年程以前に、仏法伝来して以来は、法華経の「入道成仏」を祈願して結ばれるようになったところの吉祥の花結びと尊重されて現在に至る。  


   奇しくも、西洋ではラブ＝ノット（真愛の結び） として大切にされ、


祗園八坂神社・出雲大社のスサノオ尊と櫛稲田姫の夫婦間における信頼と愛情の神話と符節を合する。                


                           （益応）











Kono hito no


 Moshi


    Nakari-seba


Wa-ga kokoro


  Hikuki ni 


        nagare


Ochi ni keru-kamo 


    


  





子曰、不患人之不己知


而患（己之）不知人


            （論語・学而）


子曰、莫我知也乎！


不怨天、不尤人、


下学而上達。


知我者其天乎！


           （論語・憲問）


 無数億の


    虫の一つと


           悟りても


 なほ我がための


            世とぞ惑ひて


           


             


     





此の人の


 もし無かりせば


         吾が心


低きに流れ


   落ちに


       けるかも 





        をのが


   正しき


      ひとやすみ


    


   


 「まだ」は


    「もう」なり





Love Knot: Apollo and Dáphne (Apollo’s apology for Dáphne ): a stylized,


decorative knot often used as a token of truthful and faithful love.








八雲立つ


出雲八重垣


つまこみに


八重垣つくる


その八重垣を


             


     





Jesus Teaches about Divorce


Some Pharisees came to him and tried to trap him by asking, ”Does our Law allow a man to divorce his wife for whatever reason he wishes?” 


Jesus answered, ”Haven’t you read the scripture that says that in the beginning, the Creator made people male and female? And God said, ‘For this reason a man will leave his father and mother and unite with his wife, and the two will become one.’ So they are no longer two, but one. Man must not separate, then, what God has joined together.”


----. I tell you, then, any man who divorces his wife for any cause other than her unfaithfulness, commits adultery if he marries some other woman. This is how it is between a man and his wife.”   ( MATTHEW 19 )


Had it not been for you, I would be getting nowhere. I’m only here tonight because of you. You are the reason I am. You are all my reasons.


Thank you.                             ( from “A Beautiful Mind” )








                    


                              


                                 














齊景公 


有馬千駟、


死之日、


民無徳而稱焉。


伯夷叔齊


餓於首陽之下、


民到於今稱之。


其斯之謂與？


 （論語・季氏）





此の身こそ


  滅びて消へぬ


     土の中


まごころは


   移りて住みぬ


      やさしき人に


                


             


     





三つの輪は 善意と勤勉と創意工夫を意味している。


Three loops mean goodwill, diligence and ingenuity. 





Shinto to


  Kokoro no


        Kaori


Gassho no hana


Sonae-te koso


Minori aru


          nare





  





 身灯と


   心の香り


      合掌の華


供えてこそ


     実りあるなれ


    


   


 「まだ」は


    「もう」なり





   華鬘結び


(Keman musubi / “Mast knot” providing a 


ship with a mast; a man with a true way )


The trinity of


goodwill, diligence 


and ingenuity will 


solve any problem.





< Navigating Guide >


“Through hardship to 


the stars.”








          けまん


       華鬘結び＝三位一体


     （身灯・心香・合掌華）





   天満天神・菅原道真が或る日、或る貴族の盛大豪奢な法事に参列したとき、数多の参列者たちがほとんど、故人のことを偲び、悲しむどころか、たわいもない雑談に打ち興じているのを目のあたりにして、嘆いて言うことには、


「何のための千万本の灯明、高価極まりない焼香、絢爛豪華な供花なのか？ これほどの多くの参列者がいるのに、故人の供養のために、身を直立させ威儀を正し（身の灯明）、真心こめて読経し（言葉の香）、合掌して蓮華（合掌の供花・菊・聞く）を供えようとつとめる者が一人もいないではないか？あまりにも、あさましきことである。」


                               （益応）          











Jesus said, “It is much harder for a rich person to enter the Kingdom of God than for a camel to go through the eye of a needle”. (MATTHEW 19 )








                    


                              


                                 














Jesus warns against the Teachers of the Law and the Pharisees. ----- They tie onto people’s back loads that are heavy and hard to carry, yet they aren’t willing even to lift a finger to help them carry those loads. ------. The greatest one must be your servant.  


Whoever makes himself great will be humbled, and whoever humbles             


himself will be made great.                    [ MATTHEW 23 ]


谴责文士和法利赛人


----,因为他们能说,不能行. 他们把难担的重担捆起来,搁在人的肩上,但自己一个指头也不肯动. --------.你们中间谁为大,谁就要作你们的用人.凡自高的,必降为卑;自卑的,必升为高.                                         


                            


                    


                              


                                 














寒あやめ winter iris


田村ハルノ氏 栽培・撮影





其身正、


不令而行。


其身不正、


雖令、不従。


 


 其の身、


 正しくんば、


 令せずも行わる。


 其の身


 正しからざれば、


 令すといえども、


           従わず。


      「論語  子路」





半端や残り物の毛糸や絹糸などを生かして


  綺麗な紐を両手指だけで


                 編んでみませんか？





  子どもでも大人でも誰でも、楽しみながら、すばらしく綺麗なオリジナルの紐を編み上げることができます。


 慣れれば、音楽を鑑賞しながら、読書やテレビ番組を楽しみながらでも、いつのまにか、美しい紐を編み上げている自分を発見して、心楽しくなります。


  何よりもうれしいことは、 自分が以前、


セーターなどを編んだあとの残りの毛糸などを再生利用できることです。お気に入りの色合い、手触りの高価な毛糸を捨てずに利用できることは気がとても晴れると思われます。





  さらにできあがった紐を大小様々に編み上げて、伝統的な花結び、飾り紐などに仕上げて、部屋の装飾小物、衣服のアクセサリー等にしても、首飾り、ベルト、ブレスレット、和製プロミスリングなどに応用しても、とても洒落ています。





  ほんの小さな心配りと行いですが、


「人にも、物にも、自然にもやさしい」真に


意義のある心得と営みだとも思われますが、


いかがでしょうか？                「益応」          








Yatte-mise


Itte-kikasete


Sasete-mise


Homete-  


     miseneba


Hito


  nari-gatashi





  やってみせ


  言って聞かせて


  させてみせ


  ほめてみせねば


  人成りがたし








曾子曰


吾日三省吾身、


為人謀而不忠乎？


与朋友交而不信乎？


伝而不習乎？


        （論語・学而）


 


善根を


  植うるとは


      やさしき


  心と行いを


     後世に移し


        贈ることとなむ


        


 





        


       


             


     





菊結び：聞く結び “ Chrysanthemum Knot “


for keeping the world christened and faithful. 


It is for ‘impartiality’, not for ‘discrimination’.





万事吉祥  薩婆訶  Swastika  “Good Luck” sign to live a truthful and faithful life.  ソワカ・サワカ・ サワヤカ             


: a geometrical figure used as a symbol or ornament in the Old World and in America since prehistoric times, consisting of


a cross with arms of equal length, each arm having a 


continuation at right angles and all four continuations


extending either clockwise or counterclockwise.


卍is for Oriental and American Indian and   


   is the official emblem of the Nazi party and the Third Reich.


             





 


 正直に


    歩み去りにし


          父母の声


   聞くゆえにこそ


            今日の吾あり


    


   


 「まだ」は


    「もう」なり





Shojiki ni


 Ayumi-sari-   


         nishi 


      Hubo no koe


Kiku yue ni koso


   Kyo no  


         ware ari


           


  





          バチがあたる？


   法事をしないから、先祖供養をチャンとしないから、バチがあたったトカいう話をよく耳にする。


   はてな、そんなことが有り得るのだろうか？ 何故ならば、先祖とは親の親の親たちである。親孝行をしないからといって、子にバチをあてる親も少ないだろうし、まして親の親であるところの祖父母にとっては、目の中に入れても痛くないほど可愛い孫が、自分達につれなくするからといって、バチをあてるはずもない。


   祖父母の親たちは言わずもがな、尚更のこと子孫達が可愛いであろう。子孫の不誠実を悲しみ、その行く末を心配しこそすれども、怨んでバチをあてることなどは思いもつかない。 もしそんなことを子孫に言われたりすれば、その先祖たちはさぞかし来世（草葉の蔭）で、情けなくて、涙を流すことだろう。


   それでは、一体、バチは誰があてているのだろうか、勿論、自分自身であろう。「自業自得――ジブンノ蒔イタ種ハ自分ガ刈リ取ルベキデアッテ、マチガッテモ、先祖ノセイニシテハイケナイ。」


                              （益応 yakuoh）


       菊結び


（聞き結ぶ＝聞法結縁＝法を聞いて、縁を結ぶ）


   


      吾が玉を 秘め守らむと 菊結ぶ





      吾が魂を 秘め護らむと 聞き結ぶ





       Honesty is the best policy.


Stupid is as stupid does; handsome is that handsome does. The profit of the common wealth should be preferred to a private pleasure.








                    


                              


                                 














       Scale fall from Saul’s eyes.


Saul tried to destroy the church; going from house to house, he dragged out the believers, both men and women, and threw them into jail. 


                                   ( ACTS 8 )


At once something like fish scales fell from Saul’s eyes, and he was able to see again. He stood up and baptized.              ( ACTS 9 )


                              


                                 














我常住於此 以諸神通力


令顛倒衆生 雖近而不見





毎自作是念 以何令衆生


得入無上道 速成就仏身


      （法華経・寿量品）


 


（まがたま・勾玉・胎児）


  胎内に


      合掌しつつ


           顛倒の


  狂子は


       何を


           祈り願ふぞ


             








Iro wa nihohe-do


      chiri-nuru o


Waga yo tare zo


      tsune nara-mu





Uyi no okuyama


     kefu koe-te


Asaki yume mi-ji


     yehi mo sezu


                 ng   


  





色はにほへど 散りぬるを


    我が世 


           誰ぞ常ならむ


有為の奥山 今日越えて


  浅き夢見じ


          酔ひもせず


                      ん   


   


 





ウロコ結び A knot keep vigil over something important.


 A knot keeping an eye to protect what we cherish.





 





        うろこ結びの由縁


         鱗・ウロコ・虚・有漏


  


   古事記・日本書紀等に於て、悪人無頼として天上から放逐されたスサノオ尊が、根の国に降り至りて、善人に変化して、出雲国で、櫛稲田姫を救うために八岐大蛇を退治切散して、大蛇の尾中より、天叢雲剣、所謂「草薙剣」を取り出して、天照大神に献上した――との記述は周知のことである。


   それはさておき、大蛇身中に深く秘められた宝剣の神話に由来して、後世には、大切な物（文書・宝剣・宝物）を秘蔵するために、この結びが工夫されたと伝えられる。その形状を見れば、大蛇の腹部鱗片が二つの両眼のように結びを解こうとする人物を見張っているかのようである。


   このように、この二片の「うろこ」を「両眼」と観じた場合、この結びの持つ意味は極めて深長になってくる。すなわち、記紀という書物が仏法伝承以後、二百年にしてはじめて成立した歴史事実に依って考察すれば、法華経における悪逆の達多、愚痴の龍女…という凡愚の男女平等の成仏、アポロの大蛇退治のあとの、ダフネへの強引な求愛と悔恨、ダフネへの追憶の象徴としての「月桂冠と錫杖」に関するギリシャ・ローマ神話、乃至聖書中の「眼からウロコ」など、先史時代から有史時代に至る東西の様々な伝承が連鎖してくることになる。       （益応）


      





The Temptation of Jesus  ( MATTHEW 4 )


Then the Spirit led Jesus to the desert to be tempted by the Devil. After spending forty days and nights without food, Jesus was hungry. Then the Devil came to him and said, “ If you are God’s Son, order these stones to turn into bread.” But Jesus answered, “ The scripture says, ‘Man cannot live on bread alone, but needs every word that God speaks.’”








                    


                              


                                 














子曰、


飯疏食飲水、


曲肱而枕之、


楽亦在其中矣


不義而富且貴、


於我如浮雲。


    （論語・述而）





疏食を食らい、水を飲み、


肱を曲げて枕とす。


楽しみは其の中にあり。


不義にして


富みかつ貴きは


我においては浮雲のごとし





 淡路結び（遭わじ結び）


「災難に遭わない」ための結び


 Misfortune-Avoiding Knot





栄養を


求むる人は


多けれど


供養の心


知るは少なし





Eiyo o


  Moto-muru


      hito wa


Okere-do


Kuyo no kokoro


shiru wa


    sukuna-shi


    


  





      ろくもんせん   


    六文銭（六聞矣）


          地獄之沙汰も金次第？


  


   古来、「六文銭は、本来、六聞矣（ロクモンセン）であり、その意味が消えて、音感のみが残って、今日に至っているようである。そのことは、取りも直さず、仏教伝承以来、僧と称する者達の中で、釈迦の教えを真摯に修行しない者が多かったことの悲しむべき証左でもある。


   本来は六つの教えを聞いて実行しようと誓を立てるものであった。「布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧」の六つの教えである。特に、この六行を中陰の間に遺族の者が死者の追福のために修行するのである。


 「もし、故人が生前時に利己的で積善の行いが少なければ、遺族の追福追善は故人にとっては実に有り難い追善の供養になるのである。忘れてはならないのは、追善供養とは、社会の福祉のために役立つことをすることであって、所謂「法事」をして飲み食いに興じるのではないことは、銘記しておきたい。もちろん、「法事」自体の意味が社会の為に積善する行為を意味するものであった。


                             （益応）          














  外面似菩薩


  


  内面如夜叉


   


  げめん じ ぼさつ


  


  ないめん 


      にょ やしゃ


                  


             


     





Which is you, ‘kind face and false heart’ or ‘kind face and faithful heart’?            


The Things That Make a Person Unclean            (MATTHEW 14, 15 )


These people, says God, honor me with their words, but their heart is really far from me. It is no use for them to worship me, because they teach man-made rules as though they were my rules.                  


Then Jesus called the crowd to him and said to them, “Listen and understand! It is not what goes into a person’s mouth that makes him ritually unclean; rather, what comes out of it makes him unclean. ……….The things that come out of the mouth come from the heart, and these are the things that make a person ritually unclean. For from his heart come the evil ideas which lead him to kill, commit adultery, and do other immoral things; to rob, lie, and slander others. These are the things that make a person unclean.              


                                                       











わざわいは


  口より出でて  


     身を破る


さいわいは


  心より出でて  


       身を守る


 





Wazawai wa


    kuchi yori


ide-te mi o


        yabu-ru


Saiwai wa


Kokoro yori 


        ide-te


   mi o mamo-ru





    


  





 叶結び (Kano musubi)


Dream-Coming-True Knot


 





  


 根も葉も無い話（花枝）？ 





  人様の善い行為を素直に評価して、自身の模範とするようにつとめたい。人様の都合の悪いことをむやみやたらに、吹聴してまわるような真似だけはしたくないものだ。根も葉も無い話のもたらすものはウラミだけであろう。   





「裏表の無い真心と行為」  


  一心に オモテつとむは 


                仏の子


         ウラミなまくは 


                地獄の鬼なり     





                        


＊ 叶結び（かのうむすび）


   この結びの表側が「口」を表わし、裏側が「十」の形になることから、このように名づけられ、願い事の成就を祈って、帯や着物その他のあらゆる道具や装飾に使用されてきた。 


                      （益応）          








First of all you have got to help yourself and then you will have God to help you. God helps those who help themselves.

「為仁由己」Not a long day but a good heart rids work.        「篤近挙遠、一視同仁」  Try to be in others’ skin.

 So many colored skins, the only red-colored blood.  「皮膚の色は異なっても、体内に流れるのは同じ温かい血です。」


